
多国籍で多彩な食 ( 文化 ) が溢れる神戸と食の関わりに触れ、本学
が作品を所蔵するターシャ・テューダーの食スタイルを紹介します。
講師：食物栄養学科 教授 西川貴子

神戸女子短期大学　
神戸と「食」

神戸には、ネスレ、P&G など世界有数の外国企業の日本本社があ
ります。これら外国企業と神戸の関わりを歴史的観点から紹介します。
講師：経営学部 准教授 藤田順也

甲南大学
神戸と “外国企業”

1868 年神戸港開港以来、外国からスポーツや文化を持ち込んだ外
国人たちの貢献活動を紹介します。
講師：文学部英語文化学科 教授 スティーブン・ブラウン

甲南女子大学
神戸港開港時の外国人商人

神戸市立博物館所蔵本 『和洋菓子製法独案内（初版明治 22 年）』 
から明治時代の洋菓子を再現します。
講師：日本語日本文化学科 教授 田中まき、都市生活学科 講師 松木宏美

神戸松蔭女子学院大学
神戸の洋菓子文化発見

8.26.sun

神戸市地域住民からなる健康づくりサポーターが、頭と体を同時に
刺激することで体をもっと元気にするエクササイズを紹介します。
講師：リハビリテーション学部 講師 永井宏達，サポーター

兵庫医療大学　
健康サポーターによる頭と体のエクササイズ

お洒落な街・神戸が持つ「デザインのチカラ」を、地場産業の紹介
映像を見ながら解説します。
講師：ファッションデザイン学科 教授 瀬能徹 

神戸芸術工科大学　
デザイン都市・神戸の魅力 ～映像で見る神戸地場産業のチカラ～

阪神・淡路大震災から 23 年。復興の中で町はどう変わったのか。
神戸市長田区の「今」を通して、復興の「その後」を考えます。
講師：教育学部 准教授 國崎大恩、地域連携課 研究員 内橋一恵

神戸常盤大学
震災復興の “その後”－長田の今を考える－

小さな漁村だった神戸村は、どのようにして国際貿易都市 KOBE に
なったのか ―謎の都市設計者・関戸由義の活動を紹介します。
講師：経営学部 教授 松田裕之

神戸学院大学
神戸はなぜ KOBEになったのか

8.25.sat
11:00-12:00

13:00-14:00

14:30-15:30

16:00-17:00

11:00-12:00

13:00-14:00

14:30-15:30

16:00-17:00

2018年｜8月 25日（土）・26日（日）｜11-17時

グランフロント大阪 北館 2 階 ナレッジキャピタル 
The Lab. 内　アクティブスタジオ

【公開講座】参加費無料・事前予約不要
各回とも定員40 名（先着順）
※ただし、兵庫医療大学の講座のみ定員 20 名


